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の色彩感情の実態（第2 報）－全国的および地域特性一

百合短大　○鈴木良子　東京家政学院短大　井揮尚子　宮城学院女

谷節子　北海道教育大　斎藤祥子　共立女短大　新野静枝

　目的　わが国の人口の高齢化は、急速に進んでいる。そのライフ・ステージ、特に、老

年期に人間は、どのような色彩を生活の中に求めるのだろうか。本報では、高齢者の嗜好

色と嫌悪色の調査結果を、全国的および、気候・風土・習慣等の違う地域別の二側面から

分析し、その類似と差異を明らかにすることで、生活環境の違いが、老年期の色彩嗜好に

どのように関与するのかを考察した。

　方法　1 )対象　2008名　2 )調査時期　3 ）手続。（1）、2）、3）は、１報と同様）

4 ）地域別　　１群・　472名（北海道、青森、宮城、山形）、２群・　731名（埼玉、千葉、

神奈川、新潟、山梨）、３群・　565名（東京）、∠1群・　240名（岐阜、京都、大阪）

5 ）観察条件　北窓昼光、晴天、照度　800L X 以上、試料と目の距離30ciii、垂直上方から

観察　6 ）調査内容　嗜好色3色・嫌悪色３色を調査。

　結果　嗜好色では、全国的にP B系が多く、地域別での差異はみられなかった。P B 系

の“明るい青、暗い紫みの青、群青色”に嗜好の集中がみられ、その他では、１群・４群

はG 系の“緑、暗い緑”２群･ 3群はp 系の“明るい青紫、こい青みの紫”が好まれた。

嫌悪色では、全国的IZ R系が多ぐあざやかな赤、こい赤”に集中がみられた。地域別に

みると、１群・２群はＹ R系の“チョコレート色、オレンジ”に片よりがみられ、３群で

ぱ灰”４群ではＹ系の“暗い黄、あざやかな黄”が嫌悪色である以外は、顕著な差異は

みられなかった。したがって、老年期の色彩嗜好には、地域的な生活環境の違いが与える

影響は、やや少ないことが判明した。
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彩感情の実態（第3 報）-性別主成分分析－

園短大　○北村トモエ　岐阜教育大　中野刀子

県立新潟女短大　山崎光子　東京家政学院短大

夙川学院短大

今井弥生

的　国際化、情報化社会の急変の中で、人生80年時代を迎えた。昭和62年厚生省の発

よると、日本人の平均寿命は男75.2歳、女80 .9歳に達し、人口の高齢化は確実に進行

つあり、長寿社会の到来に伴う高齢者の消費者問題は必要さを増している。

来、色彩嗜好を左右する原因として、年齢、性別、地域差が必ずあげられているが、

期のデータは少ない。１報に引続き、性別主成分分析をおこない、男・女における色

情要因を考察し、検討したので報告する。

法　1 ）対象　2 )調査時期　3 ）手続、場所　4 )主成分分析　1～∠1報と同様。

群 男　　女 65～7475以上 職業有･無 未・既婚 １人夫婦他と同居 一戸建　集合

１

２

３

４

147　325

272　459

139　426

　89　151

321　　151

506　　225

332　　233

160　　　80

106　　366

　72　　659

　95　　470

　52　　188

18　　454

28　　703

29　　536

　６　　234

　67　55　　350

182　246　　303

166　167　　237

　39　71　　130

398　　　74

579　　152

446　　119

209　　　31

結果　性別イメージ・プロフィールは上位群は同様であるが、他は差異が認められた。

関ぱ好きなとこころよい”、“若々しいと新しい”は男・女とも強い。因子負荷量で

　第１因子の楽しい、第２因子の渋い、地味なは共通であるが他は異なり、第４因子ま

の累積寄与率が男54.6％、女56. 3%、軸の解釈も男・女によって微妙であるが、概して

は活力の因子、女は洗練された美的因子に支配され、特に和服から受けるイメ-ジと結

付け、強く影響されていることがわかった。


